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･海から生まれた命

・環境悪化の歴史 ・環境フェア開催

･大気汚染NO2測定とぜん息

･気象情報ジェット気流にまつわる話6
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〆一一 未来は選び取るものエネルギーの地産地消を進めよう／／一一
環境フェア成果の発展を

藤沢市は, 2022年までに､CO2排出40%削減の先進的な目標を掲げている｡これまで環境フェアで温暖

化対策について市民への啓蒙に努めてきた｡今年の環境フェア開会挨拶で､市長は2020年東京オリンピッ

ク会場である江ノ島の環境がきれいなことをアピールしたいと述べた。

11月の初雪，東京で54年ぶり､11月の積雪は観測史上初､夏の不順な天候と8月の熱帯低気圧・台風の

多発など､異常気象が起きている。これは，温暖化と深く関わっている（森正人他､natureGeoscience,

2014) 。温暖化は確実に進行している（検索：直面する地球環境変動の予測と診断)｡温暖化の影響が私た

ちの生活と暮らしに深く関わっていることに疑う余地はない。

温暖化を止めるため､パリ協定が発効し､化石燃料に頼らない｡再生可能エネルギー中心の社会をめざし、

世界は「低炭素」から「脱炭素」に舵を切った。

日本では､パリ協定の批准が遅れ､原発再稼働が進められようとしているが､日本のエネルギーの将来を

原発に依存してよいのだろうか。

神奈川県は､原発に過度に依存しないことをめざした「再生可能エネルギーの導入等の促進に関する条

例」（2013年7月議会可決＝全会一致）、「原発に過度に頼らない｣，環境に配慮する」、「地産地消を推

進する」の3原則による「かながわスマートエネルギー構想」策定､知事は「分散型メガソーラー」を提

唱し､2030年度までに県内の電力消費量の45％を消費地の近くで発電する分散型をめざしている。

藤沢市環境基本計画と地球温暖化対策実行計画見直しが進められ･パブコメが終了､パリ協定発効を受

け､市民と一体となり実効性ある施策の強化が求められている｡さらに､昨年2月に決定した「エネルギー

の地産地消推進計画」を進めることで､東京オリンピックヨット会場の江ノ島を訪れる世界の人々に脱

炭素をめざす環境先進都市藤沢」をアピールできればと願う。（宮地俊作）
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環境フェアで藤沢エコネットのブースL にぎわいの中に藤沢市のゆるキャラも登場 ゴ
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